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集会参加申込は 2017 年明けから行います。申込開始時期・集会の詳細・参加費等については
2017 年 2 月に発行される「第 56 回全国保問研集会・愛知集会案内」をご覧ください。
下記のホームページまたは QR コードからも、発行された集会案内やニュースなど最新情報が
ご覧いただけます。http://zenhomon.jp（全国保育問題研究協議会）

主催：全国保育問題研究協議会・愛知集会実行委員会 ( 愛知保育問題研究会・三重保育問題研究会 ･ 岐阜保育問題研究会）
後援：東海市・日本福祉大学
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歓 迎 行 事 「 童 話 作 家 新美南吉の世界へ」

分 科 会 （ 全 国 か ら 8 0 本

超 え る 提 案 が 予 定 さ れ て い ま す ）

16 分科会＋１つの特別分科会
（ 2 日目＋ 3 日目午前）

1 3 テ ー マ の
魅 力 的 な 特 別 講 座
　　　　（2 日目夕方〜）

オープニング！響け！とどけ！平和の願い この 郡上 踊りにのせて！

第56回

全国
保育問題研究集会

愛知集会

1 日目

2 日目

東海市芸術劇場

日本福祉大学東海キャンパス

3 日目

3 日目

会場は、どちらも
名鉄常滑線太田川駅から
徒歩 5 分！

1 日 目 夕 方 よ り
特 別 企 画 　 上 映 レンガの子ども
ー YAJ I E CHILDREN OF BRICKS ー

わくわくトークライブ
ーエルマーになった子どもたちが教えてくれたものー

今こそ、子どもたちと共に豊かなあそびの世界を 創り出そう

岩 附 啓子氏（公立保育園を退職後、保育園で読み聞かせを行う一方、　　　
　　　　　　　　保育学生に絵本の楽しさを伝授している）

河 崎 道 夫 氏（高田短期大学特任教授・三重大学名誉教授）

2017 年
6 月 9 日（金）〜 11 日（日）



全 国 保 育 問 題 研 究 集 会

愛 知 集 会
プレセミ ナー

愛知実行委員会事務局から独自情報も発信して
おります。実行委員会の様
子や楽しいお知らせなど満
載です。
下記のホームページアド
レスまたは QR コードま
でアクセスしてください。
http://www.geocities.jp/
aichimeeting_2017/index.html

あいさつ

　集会のメイン・テーマは、「まなび　つながり　みとめあい　せーの

で一歩」。簡潔にまとめられたこのテーマには深い意味を込めています。

　第 1 に、「まなび」は、世代を超えて、先人・先輩からの学びを受

け継ぎ、さらに科学的な視点から集団的に深め合うという、保問研の

思想と実践の真髄を表しています。

　第 2 に、「つながり」は、保育士のみならず、幼稚園や認定こども

園の先生方、保護者、学生など多くの若い人に呼びかけ、仲間を増やし、

連帯し、新たな共同と公共性を創造するということを込めました。

　第 3 に、「みとめあい」は、排除や差別・不寛容を退け、多様な文

化や価値観を尊重し、文字どおり承認し合うことです。

　そして、「せーので一歩」は、私たち一人ひとりが手をとり合ってと

もに、これら３つを愛知から全国へとつなげていく決意表明といたし

ました。愛知集会でお会いしましょう！

愛知集会実行委員長　亀谷和史（日本福祉大学）

2 日目夕方 −特別講座は13 講 座！

保育政策

全国保育問題研究協議会

震災・復興支援
全国保育問題研究協議会

みんなのしゃべり場
何でも語ろうよ

兵庫保問研（次期開催地）

　　夢と希望を持ち､ 人と
して生きることを考える
ー 見 晴 台学園大 学 で 学び、
育ち合う発達･知的障害を
持つ青年と教師の話

　ヨーロッパの保育から
　学ぶ　　　　　−スウェーデン・
フィンランド ･ 北イタリア

幼稚園のこれまでと
これから

神 奈 川 ・ 金 井 幼 稚 園 の
保 育 実 践 か ら 考 え る

　　平和と憲法

I  L o v e  H O I K U  s o
W e  L o v e  K E N P O U

私 た ち の 大 好 き な
こ の 国 の 憲 法 を 知 ろ う

2 日目・3 日目　分科会は……
乳児保育

集団づくり

あそび

身体づくりー運動

身体づくり−食

認識と表現−文学

認識と表現−美術

認識と表現−音楽

認識と表現−科学

保育計画

保育時間と保育内容

保育政策と保育運動

障害児保育

父母と共につくる保育内容

乳幼児の平和教育

地域に開かれた保育

特別分科会ー異年齢保育

16 の分科会と１つの特別分科会で

全国の実践が集まり検討されます

　

日 本 福 祉 大 学 東 海 キ ャ ン パ ス

ぜひ ご参加を！

2017 年 2 月12 日（日）

講演１：西川由 紀子氏（京都華頂大学）
講演２：平松知子氏（けやきの木保育園）

7 つの講座・WS・分科会（Ａ〜Ｇ）
･ 憲法と平和　　・保育実践分科会
･ モンテッソーリに学ぶ保育実践
・人と人がつながるあそびのタネ
・人形づくりと乳児保育の講座
・絵本の魅力　宍戸洋子氏
・エルマーになった子どもたち　岩附啓子氏

午
前

午
後

1

2

3

4

5

6

7

　貧困と保育

いま子どもの貧困に対峙
する保育実践の役割と
可能性

8

　伝承あそびをやってみよう
子 ど も の 心 と つ な が る
あそびのタネをみつけよう

9

　熱中する造形あそびづくり

ー希望をかなえるアートの

レパートリーを増やそう

10

　歌って踊ってつながろう！
ー保育のうたごえ

　　　　　ワークショップ

11

「お酢」ア・ラ・カ・ル・ト
ー東海地域の醸造文化

12

   うたとお話で綴る
   新美南吉の世界

『ごんぎつね』の里を感じて

13


